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　要旨：門脈本幹の腫瘍塞栓をともなう進行肝癌に対し，様々な治療を駆使して QOL を保ちながら長期

生存させることができた症例を経験した．症例１は３８歳の男性で，症例２は４９歳の女性．いずれもＢ型肝

炎ウイルス（HBV）キャリアで，ラミブジンを開始後，シスプラチン（CDDP）・５�FU，CDDP・ロイ

コボリン・５�FU，インターフェロン・５�FU，放射線療法と DSM による肝動脈塞栓術などを用いて治

療した．２
　
 症例とも若く，かつ HBV に対し核酸アナログが投与され肝予備能が保たれた点が重要であっ

たと考えられた．
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